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- 新庁舎 -

※パースは現段階のイメージです。

※裳階 ( もこし )：仏堂や塔 (五重塔 )などで、軒下に設けられた庇状の屋根。

               屋根の下にもう一重屋根をかけることで風雨 (雪 )から建物

               を守る役割をもつ。

敷地は町の東端に位置し、西の薬萊山をシンボルに美

しい山並みを望み、東には豊かな水田の風景がひろが

ります。新庁舎は東の玄関口に構えるゲートとして位

置づけるとともに、西にひろがる町を見渡します。

各地域のコミュニティをつなぐネットワーク自治の拠

点ホールとして、加美町らしい、これからの庁舎をつ

くります。

風土に根ざした加美町らしい庁舎 災害につよく、職員が働きやすい庁舎 まちをつなぎ、町民とともに歩む庁舎

※地域共創：地域が抱える課題を解決し、理想の未来像を実現するため、

　　　　　　住民や団体、企業などと協力し、地域を活性していくことで、

　　　　　　人口減少社会の課題を解決する方法とされている。

concept 01

敷地南東からの全景

建物により、加美町特有のつよい西風を遮り、東にメ

インエントランス、車寄せ、駐車場を設け、南西の広

場を介し、町とつながる庁舎とします。建物の南には

広場に面し、町民が気軽に利用可能な共用スペースを

設けます。

町の伝統や文化を大切に、屋根が織り成す風景や山並

みと調和する「大屋根」と周囲の「大庇＝裳階　」が

建物をやさしく包み込み、日射を抑制し、風雨 (雪 )

から建物を守ります。

耐震性能を高めた堅固な構造と災害用の設備を備えた

防災拠点は太陽光発電などの自然エネルギーを利用し

災害時にも持続可能な庁舎とします。

建物の軽量化を図りつつ、軟弱地盤において信頼性の

ある杭工法を選定し、支持層を確実に捉え、安心安全

な庁舎を実現します。

自然の採光、通風を利用したパッシブデザインや建物

の高断熱化、高効率機器の採用など、省エネ性能を高

め、ZEB Ready　を取得し、環境への配慮とランニン

グコストの縮減を図ります。

職員が働きやすいゆとりのある執務スペースとし、部

署間の連携や会議、相談などの空間を充実させます。

時代による庁舎の役割や働き方の変化、町民との協働

など、多様な状況に対応し、多機能に利用可能な空間

を備えたフレキシブルな執務スペースとします。

だれもが利用しやすいユニバーサルデザインによるバ

リアフリー対応、わかりやすいサイン計画、窓口のプ

ライバシーや相談対応に配慮したみんなにやさしい庁

舎とします。

各地域のコミュニティを大切にしつつ、地域の拠点に

対して、新庁舎は各地域をつなぐとともに、行政と町

民をつなぐ「町の拠点」とします。

ワークショップなどの対話から、交流・子育て、情報

観光、地域活性などをキーワードに町民の多様な活動

に対応し、町を盛り上げ、交流を促進する集いの場を

つくります。

みんなが利用可能な共用スペースをはじめ、町民も利

用可能な会議室やワークスペースを設け、人口減少社

会における、町民の行政参加、官民連携可能な地域共

創型　の庁舎を目指します。※

※

※

※ZEB Ready：建物の基準一次エネルギー消費量から 50% 以上のエネルギー

消費量削減に適合した建築物。
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